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グイクヨン (supervision)を中心Kした研究には，鈴木 (1963)6).山本他 (1965)7〕.沢田他 (1965)品
在どのものがあtJ，臨床的経験によるカウンセラーとしての成長，態度変容を中心にした研究κは，水




と陀は研修で実施しているカウンセ リングの一実習， ロー ル・プレイング (role-playingmethod)に
よるカウンセリングの継続的実習 (以下， 実習という)をとPあげ，研修員の主体的実習経験を中心K
して， その効果を究明し評価したい。
とと(1(記述する内容は，第 l年次研究 (1964))・第 2年次研究 (1965))K引き続き笑施した第 3年
次研究に関するものである。
第 1年次研究では， 役割交替による実習を毎週 I回実施したととについて，カウンセラーの役割(以
下，カウ ンセラーという)での役割葛藤のー標識に不安をと Dあげ， 実習回数の矯加とと もに不安が軽
減するかどうかについて.CA S (不安視Ij定テス トJ5)結果から不安が軽減する傾向にあるとと効確かめ
られた。次(1(，全般的左笑習経験のー標識K人格的変容，人格特性をと Pあげ，実習前後で人絡特性が
変化するかど うかについて，ミネソ タ多商品目録検査 (以下.MMP 1というゐ結果的人格特性が
望ましい方向K変化する傾向にあるととが確かめられた。
第 2年次研究では，役割交替による実習を l日l回連続実施したととκついて，ロ ジャーズ (Rogers
C. R. 1951， 19S9{ コムズとスニ y グ (Combs，A. W. & Snygg，以 1959J9)らの現象学的自己理
) 1 8) 
論から仮説を設定し，第 l年次研究仮説をも追試的[ζ篠かめたほか.クライエン トの役割(以下，クラ
イヱン卜という〕での実習経験や全般的な実習経験の一機識K役者j知覚，経験方向・情緒統制，教育観
に関するものをとりあげ.役割知覚に隠しては笑習事態との蘭係状況に関する調査(以下， R P 1とい
う)。を作成使用し，経験方向や情緒統制K関しては小川(捷)(1965))の調査項目を経験・情緒K関す
る調査(以下， E E 1とい5)として使用し， 教育観に関してはゴードン (Gordon，T.1955))の調査




第 3年次研究の目的は，役割交替による実習を毎月 I回実施するととtてついて，第 1.第2年次研究
の追試を含め，第2年次研究仮説と同ーの想定に基づき，主体的実習経験の意識的諸相の変化から， 笑
習効果を把握究明し評価するため陀，客観的測定によ D仮説を吟味検討するととにある。
















































































経験の意識的方向をJ巴援する。第 2年次研究では，オスグ;yけト@袖他(Os唱叩g伊o∞O札 C，E， 195叩訂7J九申.ベムパ一トン
(山Pel邸mber凶ぽ削to叫 帆削川H孔， 1円94叫9ηJlο)斎赫藤 (川l円96目叫3;rk島他 (υ196“叫5
関係状況の知覚κ関する謁査(以下. R P 1という)を作成使用したが，その調査項目(刺激文)が意
味内容的κ長いと考えられ，測定上望まし〈念いと思われた。との理由によ1)，さ らに一般意味論的研
究，相良他 (IMilo 田中 (196%)柏木 (19841F倒的参考κし，特(仁柏木の研究から意味
論的左形容詞の35尺度を引用し， ζれをRP 1 ~作成使用する。との質問紙法による認査は，日本語の
一般的左主観的意味内容を把握するととができるものと考えられる。買をな， R P 1は，クライエントと
しての実習経験K関する調査であって，実習の笑習直前と実習直後とに実施する。(資料参照のとと)
2 )仮説-2について





(仮説-3 )は， (仮説ー 1)に基づぐものであって，自己の志向性，特Vてその経験や情緒κ関する
ものであ1:>.そのー標識に小川(捷) (1965j♂研究Kよるロールシャ yハ (RorsdM，R19214i}
クロ yフ 7ー (Kl叩 fer，B.1954，1962io)5lpのローノレシャツハ・テストの解釈仮説ほづぐ調査項目










(仮説ーりは， (仮説ー 1)~基づ〈ものであって，心理的適応、，るるいは人格適応κ関する もの
であり，そのー標識に人絡特性をとりあげる。実習を継続実施するにしたがって，人格の変容的左変化
が生起するととが，とれまでの研究で一応確かめられているので， MMP I )を使用する。左:j:，-.MM 
Plは，すべての実習の実習事前と実習事後と:tt実施する。
以上のうち. R P 1を除いて.CAS .EEl・G1 1・MMP1は，第2年次研究K使用したもの
と同ーの倹査・調査である。
4 手 続
実習では， 研修員がカウンセラ-~てなる場合(相役のクライエン ト は研修但当所員がなる場合)をカ
ウンセラー・ローJレと仮Dκいい，研修員がクライヱントκ在る場合(ヰfI役のカウンセラーは研修担当
所員がなる場合)をク ライエント・ローノレと仮りによんでいる。 実習の実施上の組合せば，研修員 l名
と研修但当所員 1:名とがひと綱みに左9.それぞれの組み合せiてがいて，午前にカウンセヲー・ロール
を30介間行ない，午後Kクライエント ・ロー ノレを30介間行なうものであ9.その組み合せば毎月変更し
て 6か月間継続的に月 l回実施する。 念;}，'.混IJ定は研修員陀対し，次の手続きにより偲人的K実施する。
RPI クライエン ト・ローノレの各実習の直前と直後とκ実施する。
CAS カウンセラー・ローJレの各実習の直前K実施する。
E E 1 実習開始臼の前日と~Æ習終了臼とに実施する。











次の 7 頁のき有 l ~は. R P 1の 7品等評定段階尺度 (-3-3)を (1-7)κ置換し，その集計結
果から，個人別(I )尺度別 (S)測定実施別 (T.実習直前Tぺ 実習l直後T")1'(得点平均値を求め
て. S D得点値を算出し図示するものであり，図中のVsは，尺度別SD得点値の変化とその方向を表わ
すものである。念品、. S D得点値は.)て度の対の形容詞問K1:.'ける;意味~聞の距離的在へだた D を表わ
来
す一指標 である。
第 2図は. R P 1の7品等評定段階lて度Kよる得点(以下. R P 1 得点という)1'(ついて，尺度別
- 5ー
(S)測定実縮別 (T)に得点平均値を求め図示ナるものである。図中の，Vs対jて度別得点平均値の変化
とその方向を表わす ものである。全た，伺人の実習直前 (T') と実習l直後 (TfI)とのピアスンの相関係
数(r )は， 0.866- 0.114の範囲で求められる。
1) R P 1結果の検討







(注)時SD法 (SernanticDifferential Metbod) 




タを表わす指標であって，両紙件のある概念(i )と概念(1 )とのへだた!J(d)を， 品等評定段階
的陀評定し，次の距離公式によb算出されるものである。念j;'， Kは次元を表わナものである。
D算出の越フj>:的条件，仮説は，概念間κ統計的在距離尺度が保証され
ているとと，尺度または因子の諸変数が統計的念独立性が保証されてい Dil = L dilj 
るととなどである。
j = 1 
柏木 (1964んは，日本語の意味構造に尉し，相良他 (1961))が袖山したセン トロイド法による 5因子
をとタあげ，それらをベクタ一法で因子分析した結果を，正の因子負荷量の大きい順序で列記し，オス
グッドにならって，次のとi'l'!HC介類している。なお~ととには第 i区の尺度番号で記述する。
I i論遼的評価 (Mora 1 Cor reC tness )①@@@@@①@@@@@@ 
評価性 (Evaluative) { 
;J動性 (Dynamism)
その他 (E因子)











R P I 
第 l図尺度別so得点値 第 2図尺度別得点平均値 第 1;表尺度別得点の要因分析
5 7， 
.l-時.. 
すぐれた T'-→ おとった ( 1 ) 
以 1(FJl=4) T(F4l=111 
1.75 058 
一貫した 矛盾した ( 2 ) 2.71 0.34 
立派な 貧弱な (3) 3 324 5.85 
正しい まちがっ (4) た 1.20 1.00 
よい わるい (5) 3.05 幻6
はつぎり ぼんやり ( 6 ) 
した した 6 1.76 0.05 
有鍵い 速惑な ( 7 ) 7 1L51帝 1.36 
きれい きたない ( 8 ) 8 8.05帯 。1
高い 低い ( 9 ) 9 139 5.58 
するどい にぶい ()O) 10 0.34 0.86 
安全な 危険な (11) II 5.32 。70
牛さしい こわい (12) 12 6.80兼 6.24 
錫気な 陰気な (13) 13 6.02 L51 
不愉快な 愉快な (14) 14 0.81 。
苦しい 楽しい ()5) 15 131 0.02 
くらい あかるい ( 16) 16 1.09 1.92 
気持のわ 気持のよ ( 17) 
るい い 17 096 0.14 
かたい 柔らかい (IR) 18 1.49 1.52 
きらいな すきな (19) 19 11.27米 0.18 
黒い 白い (20 ) 20 3.61 2.10 
み巨くい 美しい (21 ) 21 且78米 1.56 
年とった 若い ( 22) 2 凶0 2.16 
つめたい あつい ( 23) 23 lD3 1.85 
不純な 純粋な (24) 24 1.80 1.41 
複雑な 単純な (25) 25 0.47 0.01 
議極的 消極的 (26) 26 16.66帯英 J3J!3兼
ひろい せ主い (27) 27 0.2 1.72 
大きい t]、きい (28) 28 0.61 0.78 
強い 弱い 29 2.& 1 3.07 
新しい 古い (30 ) 30 7ι5米 4.57 
支配的 服従的 (31 ) 31 850帯 3.50 
おだやか はげしい ( 32) 32 0.34 0.3 6 
のろい すばやい (33) 33 0.64 0.02 
不活発な 活動的 (34) 34 1.81 0.02 
浅い
死F~i 5、J7 
35 3.50 4.63 
-7-
第 2表は，正の因子負荷量の大きい論理的評価κ関する尺度(①@@@@@⑦③)と感性的評価κ関
ナる尺度(@@@@⑬⑬⑧@)とKついて，個人別(1 )測定笑施別 (T)I'rR P 1得点差異 (d':T' 
-T")を求め，個人別vcR P 1;得点を加算し，各尺度聞のスピアマンの順位相関係数(fsb )を算出し
表示するものである。との結果，論理的評価に閣ナる尺度と感性的評価κmlナる尺度とでは分離する傾
向Ve;f!>J.，。仏との慨する傾向は， R P 1得点差異 (d1) のー普開院する概 (196 6~3)の結果肉
ーである。




















C 全体的実習効果κ関しては， R P J得点差異の要因介析結果から，同じ度合いで変化する傾向が
あるとと沙曜かめられる。その方向は，よりすぐれた，より一貫した，よ り立派な，などの肯定
的，賦活的な表現で表わすととができる。(第 3表，第 l図，第 2図参照のとと)









S 4 5 6 
卜¥ 0.87 0.10 0.30 -0.30 0.30 
+ ~ 0.10 。ω20-0.23 0.82 
+ + I~ 0.75 0.60 乱40
+ + + ~ 0.80 000 







+ + + 。 卜¥0.60 0.3 6 
7 + + + + 。+ ト¥ 0.40 
8 トー + + + + + + I~ 
14 。








F SS MS F。
d' 4.18 5 0.83 
12.61 351 2.78帯
S 143.70 34 U2 3.73 唯唯
d'X 1 17.29 20 0.8 0.7 
JXS 330.82 136 2.35 2.08来
S X d' 54.42 170 0.32 0.28 
R (d'. I.S ) 166.95 680 1.13 
T 1329.97 1049 
-9-
I 
1 4 15 16 17 18 19 20 21 
-070 -090 -0.70 -0.67 -0.67 -0.82 -0.3 0 -0.25 
-0.52 -06 ~ -051 -064 -0.23 -0.76 -0.20 -0.3 4 
-0.10 0.00 -0.20 -0.05 -067 -0.35 -0.60 -0.92 
-030 -0.05 -0.30 -0.56 -06& -0.74 -].00 -0.80 I 
0.00 0.20 0.0 -010 -022 -011 -0.80 -0.78 
-0.70 -0.60 -0.70 -0.46 -0.4 6 -0.40 0.0 -0.2 
一1.00-0.90 一0.80-0.87 -0.22 -0.40 -0.30 -0.1 1 
0.25 -0.56 -0.36 -0.68 -090 一1.00-0.6 -0.5 
¥ 1.00 0.92 0.87 。22 0.39 0.30 0.2 
+ 代¥0.90 0.95 046 069 0.4 0 0.2 
+ + ト¥0.87 0.89 067 0.30 0.89 
+ + + ~ 0.47 0.3 7 0.56 071 
+ + + + I~ 0.92 0.67 0.75 
+ + + + + ト云 0.67 0.57 
イー + + トー + + ドよ G89 

























L . 一ー 一 ーー - T 
1) C A S結果の検討
A S 
第 4表 標準得点の要因分析
F' SS f 
Fa 1238 
i 25.78 
T 16.92 5 
Fax 1 j 00.9 2 16 
1 x T 77.5 0 20 
T x Fa 15.78 20 
R (Fa. I.T) 1 380 &0 
T. 263.08 149 
トミ Q"3) d→ L 
1(F nl=41 来持 争終姥 当任
on2=20 6.63 I 7.58 3.28 
T(F nl=5) 時。n2=20 2.97 I 1.88 I 1.48 











2.00 5.05 2.09 
米
1.04 
第 4表は， CAS標準得点について.因子別(Fa)，個人別(1 ) ，測定笑施7311(T)の3要因Kよ
る繰返しのるる要因外析結果を表示するものである。との分析結果， 3要因とそれらの相互作用 (FaX
1， IxT. TxFa)沙諸器十的K確かめられ，不安は軽減する傾向Uてある。
第 5表は，不安因子別のCAS標準得点κついて，個人別(I ) ，測定実施別 CT)の2要因による
要因分析結果をまとめ表示するものである。

















E E 1の調査内容は，経験型 (ExT:外拡的経験型ER.内拡的姥験擢 Jp)と情緒統制型 (EmT:





が，E E 1は，それぞれの調査項目を 5品等評定段階尺度 (-2-2 )で評定するものである。
第 4図は， E E 1の構成類型別9てついて.調査項目別(I )測定実施別 (T:実習事前sr，実習事後
Ar)κ徹夜平均値を求め図示するものである。左色、，図中の，Viは調査項目別平均得点、債の変化とその方
向を表わすものであり，+は肯定的念方向を，ーは否定的在方向をそれぞれ示すものである。
1) E E 1結果の検討




a 外拡的経験当直 (Ep) b内鉱的経験型(Ip) c 外的統制~ (Oc) d 内的統制型(1c)
( 1 ) 
(d 
( 3 )1 
( 4 ) 
( 5 )， 
(6)! 
(7)! 
( 8 ): 




( J ) 
( 2 ) 
( 3 )
( 4 ) 
( 5 ) 
( 6 ) 
( 7 ) 
( 8 ) 







( 1 ) 
( 2 ) 
( 3 ) 
(0 
( 5 ) 
( 6 ) 
( 7 ) 
( 8 ) 
( 9 ) 






































a外盤的経量産車)tF.>) b 内鉱的姥験M (Ip) C 外的統制覇出 (Oc) d 内的絞首1主主【10) 
、ミ 1伊。;:;}T (FG~!二:) ;トミ I (Fo~:::) T (F.~::: ) Pミl{FOnRlt-E4 ) T{F。an2l踊 4t} トく
(1) 且11 QI1 (1 ) U9 0.28 (1) 止91 且1 (1 ) 
(2) 血41 QI1 (2) O.iS 1.18 (2) ta49需 師! (!J 
(3) (12 lOO (3) ~01 1.31 (3 ) 色35 0.05 ( 3) 
(0 t60 。。 (0 U!9 0.05 (j) 1.21 OH (4) 
(5) lO J.!1 (5) (5 ) d!l n06 (5) 
(6) 也1 QI1 (6) 1.11 1.23 (1) 1.00 18! (1) 
(1) ~no ono (1) 3.j3 266 (7) 218 色。 ( 1 ) 
(8 ) M9 0.21 (8) 411 10.28 (1) O.U w {自}
(9 ) 1.¥9 0.21 (9) 2>2 0.0 (9) 旬3 。I! (9) 








用項の誤差がOである調査項目であるo ~ j;~ ， とれらの調査項目は，内拡的
経験型の⑤想像が豊かなほうである"内的統制型の@何をしたいか自分がわ
からずいつも人のいい左bになってしまう， 2つである。
1 (Fo~:::) T(Fonhl雪ztl} 























第 7表は.E E 1の様成類型見Jjや全般K関する繰返しのある3要因外析結果を表示するものである。
特に，測定実施別差異が統言十的κ確かめられるものは，個人別と測定実施別との 2要因の，相互作用 (T
X 1)が， 砂 1拡的経験型，@内拡的特験主.CD内的統制型に闘するものから確かめられる。さらに
個人別と調査項目別との2要因の相互作用 Ci X T)が，@内的統制型K関ずるものから存在かめられるc







F S S f /MS 
I 95411 4 2.38 5.95う尉
l 31.64 1 9 3.51 8.77糊
T 0.64 1 1 0.64 1.60 
1 X i 19.26 36 0.53 1.32 
ixT 2.5 6 9 028 。70
TXI 14.1 4 1 4 3.5 Mt 
R ( 1.i.T ) 1 4.66 36 OA 0 
99 
d 外的統制型 (Oc)
F 55 f 1M S Fo 
2.70 1 4 0.67 0.54 
25.001 9 2.77 2.25常
T 4.0.1 1 4.0 3.26 
1 X i 5030 36 1.39 1.3 
iXT 2601 9 0.28 0.2 
TXi 3.10: 4 1 0.7 0.62 
R(I.i.Tl 4430! 1.231 
T 132.00 99 
g E E 1 (ExT. EmT) 
F 55 f 1M S Fo 
E 536.00 3 1 78.00 121.91'問
71.00 4 1 I 7.75 l Z159隊
T 8.45 1 1 8.45 5.78米
EXl 22.4 0 12 1.86 1.27 
IXT 152.55 4 1 38.13 26.11常神
TxE 22.15 3 7守38 505常
R (E.l.T) 17.45 12 1.4 6 
T 830.00 39 一
E E 
b 内拡的経験型(lp) c 経験型(ExT Ep. Ip) 
F S 5 f 1M S. Fo F 5S f 1M S FのJ
13.94 4 3.48: 5.70判 ExT 31.25 1 / 31.25i 1.01 
1 39.09 9 4.34 7.1喧 l 143.25 4 /35.81 1.l5 I 
T 2.25 / 1 2.25 3.68 T 26.4 5 1/26.45 
1 X i 55.16 36 1.53 2.5 0業米 E汀XI 81.05 4120.26 0.65 
i xT 645 9 0.71 1.16 IxT 96.33 0.77 
TX 1 11.0 4 2.7 4.54米米 TxExT 2.4 5 2.45 0.07 
R (I.i.T) 22.20 36 。目61 R(ExTIT)12 3.7 7 j 1 30.9 ~ 
T. 150.19 99 T 504.55 19 
e内的統制製(Jc) f情緒統制型(EmT:仏.1 c ) 
F ss f /M S Fo F ss f 1M 5 Fo 
i 35.08/ 4 8.77 4 8.77米 E田T 432.45 1 1432.45 42.31栄転
214.80 15 H.72 百戸 42.70 ，1 I 10.67 1. 04 
T 0.00/ 1 0.00 0.0 T 。.45 0.45 0.04 
1 X i 25.4 2 60 且42 2.33制 Em1、xl 15.90 3.97 。38
ixT 1 LOO IS 0.72 4.05常市 IXT 72.90 4 I 18.22 1.79 
TX 1 3.15 0.7 8 4.3詠端 TXEmT 1.25 L25 0.12 
R (1. i.T) 11.35 60 0.18 R(EmTlT) 40.90 4 I 10.22 
主 300.80 159 T. 606.55 19 
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ば，実習を継続実施するにしたがって，研修員自身の自己の外在性は増大するという想定である。
ζの外在性K闘する実習経験陀よる意識的諸相の変化を把握するために， E E 1を実施して，その得
点変化の統計的介析検討を行在った結果，との研究条件の限Dにないて，次の事実が認められる。














G 1 1はQ分類法κよるものであ!J. 1問ずつ記したカード15枚を，あらかじめ用意されている品等
評定段階の枠組みにあてはめるという方法である。 G 1 1結果の介析検討のために第 2年次研究のG
1 1基準を用いる。た沿， ζの基‘准と神奈川県教育センターのカウンセラーの方々が選定する理想の教
師像κ関するG1 1の評定項目 )とのピアスンの相関係数 (r)は 0・835(0，161 ~ρ~ 0，905 ) I であ9，
( ) t の乏かは母相閥係数 (ρ)の99%推定の信頼区間を示す。
1) G 1 1結果の検討
第 8表は， G 1 1の全調査項目(i)から，第 2年次研究で無作為抽出されたものと同ーの15調査項
目を，個人別(1)測定実施別 (T :実習事前BT'実習事後Ar)のG1 1得点を表示するものであるo
;5: ;l'， G 1 1は， 9品等評定段階尺度 (-4- 4)で評定するものである。
第 9表は，第 8表κついて，個人別(1) ，調査項目別(i ) ，測定実施別 (T)の3要固によ る繰
返しのある要因介析結果を表示するものである。との分析結果，調査項目差異が統計的に確かめられる
だけである。
第10表は， G 1 1得点十てついて，個人別(1 )の損Ij定実施別間，実習事前BTと実習事後Arとのピア
スンの相関係数(rv) を， G 1 1 基議と君主管事前(~ )とのピアスンの相関係数(rB )を， G 1 1 
基準と実習事後 CAr)とのピアスンの相関係数 (rA ) をそれぞれ表示するものである。在;l;'，とれら
の総合的結果に関しては， rv = 0，802 (0，664 ~ρ~ 0，885)1， rB = 0，657 (0.446 ~ρ壬 0，793 )t. CA = 0，6U 
(0.4 05 ;;:ρ~ 0，0773) 1と在る。




民ペ( 7 ) (9 )(11) (10 (20 ) (23) (31 ) (37) (43) (47) ( 54) (60 ) (61 ) (71 ) (75 ) T 
A 。 3 。
B 4 。。 。3 -3 
C 2 。。Br -2 。2 3 5 
D 。。 2 。 3 
E 。2 2 。。 2 2 3 
t I1 4 。 10 -5 -6 5 -6 9 。14 
A 。。3 。 -3 -2 。 。
B 。 2 。
C 2 。 -2 2 。
Ar 
D 3 。3 -2 。 。 。 2 -2 
E 。 。-2 -2 -2 。-5 
t 10 4 6 -7 5 -10 -3 2 -7 6 -3 
てE 21 8 -9 -12 15 -15 -9 7 1 -13 15 -3 -3 
第 9表 I~ 抽出調査項目得点の要国外析 第10表個人別相関係数
F SS MS 
I 1.76 0.1 4 
1 176.76 14 12.62 
T 2.40 240 
1 x i 76.44 56 1.36 
i XT 12.10 14 0.86 
TxI 1.23 4 。30
R (1. i.T) 51.7 56 0.92 
T 322.4 6 149 
」
-母相関係数の差の検定
① I t I = 0615 (a= 0.5 420) 























0.792 0.644 0.4 89 I 
0.56.3 0.701 0.644 
0696 。ι4 0.701 
0.601 0.670 0.680 I 
0.802 0.657 0.624 I 
-相関係数の差の検定








ついて・偏相関係数を求めると.fA8'V=U.382であ.1) ，ぞの検定結果は t o= 3.419持来日 = 7 ~ ・a:<U.Ol) 







a 全体的実習効果K闘しでは .G1 I!.-s抽出調査項目待点の要因分析結果，;1;>よびGIII'C関ナる
相関係数とその検定結果Vて云いて・狽IJ定実施別差意が確かめられない。(第9表・第 5図.参照
のとと)
b ただし，偏相関係数 ，fAB・vの検定K沿いて .偏相関係数がOで念いという統計的な保証がある
ので ・全体的実習効果がないとはいえ左加。
以上のG 1 1結果に関する検討から.G 1 1得点K変化がJEiρなどの統計的分栃検討上の帰無仮説が
棄却できない結果 .-le.， (仮説-4) tl:検証でき左いものと考えられるが・しかし .仮訟を逆証する結
果的事実があらわれていないので ，ζ とでは(仮説-4 )の検証を保留したい。なお，第2年次研究で
は {仮説-4)が検証され確かめられている。
5 仮説-5 ~[ついて




第1表は .MMPITスコアについて，個人別(l) .測定笑施別 IT)の 2要因VLよる要因分析結
果をまとめ表示するものである。
個人別差異が統計的に確かめられる尺度は.妥当性尺度の? ，L .臨床尺度のPt，Siの4つである。
測定実施別差異カ統計的K確かめられる尺度は .臨床尺度のPtの lつであゐ。乙れらの尺度は .MM
P 1の平均Tスコア5UVL接近すゐ方向に変化している。
第12表は .妥当性尺度 (Sv)あゐいは臨床尺度 (SC)のMMP1のTスコアKつ凶て .個人別(1 ) ，
尺度別 (S) .測定実施別 (T)の 3要因Kよる繰返しのある要因分析結果を表示するもので多る。こ
の分析結果，臨床尺度K関しては測定笑施別差異カ噺言十的vc縫かめられる。
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~ I(F414) T(F41=l) 2=4 
? 1. 78岩 2.12 
L 8.94帯 0.16 
F 1.80 4.79 









I~ I(Fo:1=4) T(Ffl=I) 2=4 、、
Hs 。54 1.23 、
1 
D 416 0.0 
IもF 3.28 。18
町 5. 5 0.00 
Mf Pa Pt Sc抽出 Mf 2.1 0 0.24 
(Scl pa 。60 2.56 
Pt 4 5. 94~糊 10.13当時
Sc 2.93 0.09 
Ml 1.66 0.07 
b 臨床尺度 (Sc) Si 9.81時 。53
F SS f MS Fo 
225.025 4 562.5 6 8.04来栄
Sv 2955.15 9 328.38 ωザ帝
T 3 6 4.~ 1 1 I3 64.81 5.01楽
1 X Sv 4239.55 36 17 7.7 6 1.68 
SvXT 4 18.4 9 9 46.4 9 0.64 
T x 1 I 406.71 J 01.67 1.45 
Rυ.Sv.T) 251.549 36 69.87 
士 13150.75 99 
一一
b 
? ???，? Pd 
F 55 f MS F。
I 146.80 4 36.70 1.29 
Sv 3724.80 3 I 908.26 23.03味米
T 1.60 1.60 0.05 
1 x sv1156.20 12 96.35 3.39骨
5vXT 91.80 3 30.60 1.07 
TXl 2.40 4 0.60 0.02 
R (I.Sv.T) 340.20 1 2 28.35 













K : K ，~主F:妥当性得点L :u虚構点? .:疑問点-妥当件尺度 (5v)












施して ，そのTスコアの変化の統計的分析検討を行在った結果 ，この研究条件の限りに宏いて ，t;zの事
実が忽められる。
a 人格特性K闘する尺度5JIJの部分的実習効果に関しては，臨床尺度の柑衿表弱尺度 (Pt)にないて ，
心理的適応、がよ b最適の状態K接近する方向に変化することが硲かめられる。(第1袋容!明、の
こと)
b 全体的実習効果K関しては ，臨床尺度Kないて，測定実施別差異が確かめられ ，しかも心理的適
応、がよタ最適の状態tc接近する方向K変化する傾向Kある。たとえば ，実習事前CBr')VCがける
Hsの尺疫が低度であり，これは無感動や弱いラポートを示すものであるとすれば，実習挙後(





























分離する傾向f'(ある。@すべての尺度は ，同じ度合いで変化し ，その方向はよ D肯定的 ，よb賦括的念
表現で表わすととができるo 次f'(，(仮説ー 2)に関する CAS結果沙おら.@人絡統御力 (d;))，全検
査で不安がよ b軽減する傾向Kある。@また ，CASの総合的結果でも不安がよタ軽減すゐ傾向Kある
ζとが砕かめられる。以上のことから， (仮説ー1) ， (仮説-2)は枝証され確かめられるものと考
えられる。
(仮説-3) VC関するEE 1結来から ，①より慎重な対人的接触を ，より慎重な生活行動をそれぞれ
めざすプ11句K変化する傾向にある。 @EEIの総合的結果ーでは，測定実施男Ij差異があることを確かめら
れる。以上のことから， (仮説-3)は検証され確かめられるものと考えられる。
(仮説-4)に関するG1 1結果:から ，①i!lIJ定笑施別義呉があることを確かめられない。 @し;かし .











学研究の段階は ，いまだ模索的段階であるのが現状であろうが ，長島他 (1966)68)斎藤 (1966)69)など





この第3年次研究は，役割演技法Kよるカワ γセリングの継続的実習(月 1回， 6回実施)の効果を




!J ' CD!鶏放性K関するもの(仮説-1) ，<D①との対応関係にある期鎖性K関するもの(仮説-2)， 
①外在性陀関するもの 〈仮説-3) ，①肯定的自己関心Kよる自己の主体性に関するもの(仮説-4) ， 
①心理的適応状態K関ナるもの(仮説-5)の5つである。測定は，①仮説一 II'CVCは関係状況の知
覚V亡関する調査 (RP 1)を，①仮説ー2には不安測定テスト (CA S)を，(3)仮説-3VCは経験 ・情
緒統情1]1(関する調査 (EE 1 )を ，0仮説-0ては指導観κ関する調査 (G1 1)を.([)仮説ー5VCは
ミネ ソタ多国人格闘録検査 (MMP 1)を，実習直前・実習直後あるいは実習事前 .実習事後1(，それ
ぞれ実施した。これらの結果，仮説-4に関するものを除いて，この研究条件の限タで次の事実が峨言十
的に確かめられ認められる。







たのは ，東山修二 ，高沢情 ，苅部良吉，池田婆子 ，白井 稔所員であ!J，研究をまとめ執筆したのは
小川敏道である。
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Y. : World sOok. 195 L 195品.
法51) Klopfer， & Davidson，礼 H. The Rorschach Technique， an; n troduc tory manual. N. Y. 










註60) 飽戸 弘 :Sυ法.:1正礎篇 ・適用篇・応用篤 「市場調査j 輿論科学協会'.J 961.第.90・91号 P. 5 -40. 
註61) 注56)と同掲書，
注62) 山本和郎 :SD訟による日本語の意味構造の研究 「市場調査J 輿論科学協会 1960.第82号 p.4-16 
注63) 小川敏通: クライヱントの経験に関する意味論的研究 I日本応用心理学会第33副大会発表諭文集J 法政大学 1966. 
注64) 注2)と伺指書. P. 45. 
注65) 注23)と悶掲書.p. 66. 
注66) D印刷し.E & Oetting， E. R. : .An MMP 1 codebook for counselocs. (邦訳阿部満州
[カヴンセラ のーための仙伊 Iコードカクj 三京房.1966. 艮 lH.) 
注61) 滅戸幡太郎:心理学における伍値の問題 「日本心理学第2[，回大会発表議文集j 関西学院大学.19G2. p.33. 
注68) 長島貞夫他 : 自殺と適応の関係についての研究(3) r日本心理学会第3咽大会発表論文集J 名古屋大名 1966. p.P. 
513-515. 
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(臼)生徒たちがリー ダー に額らなくなった時It..個々 也生徒
の能力が最もよく発縛されるようになる
(63)教師は生徒たちがもっ-cいる種 h同首在野l能;JJを信頼す
べきである
(64)人間叫米反社会的・自己中心的な酬をもっている
(品5)学級が主だよくまとまっていないために.正しい決定を
-~ 6一
する ζとができないと，思われる時には，生徒たちにかわ
って決定してやる
(66 )生徒たちが学級内で対抗意識・般意・不平など白感情を
表現しないようにうまく予防する
(品7)学級内の対人関係に基づく生徒たもの不手や緊張Il.あ
る程度はあたりまえの現象である
(68)教師は生徒¢個人差K応じた指導法を考えるべきである
(的)教師は教師に対する生徒の非難や不平不満を，モのほか
の感情と同様に-t(1jまま受けいれるべきである
(70)教師は常に生徒たちから高い地位をもつものとして見ら
れるようでなければならない
(11)学級づくりのためには常にリ ダー をーふくむ構造をつく
るべきであり.この構造なしでは学級が不安定になる
(12)自分自身が生徒の行為を許容できる限界を考え，それに
もとづいて生徒たちの行動に制限を加える
(13)教節は生徒たちを望ましい目標に到達させるために，自
分の権威を行使すべきである
(14 )生徒たちは自ら成長し，自ら~ftする力をもっている
(75)学級のリー ダー は特定の生徒の能力や資質Kもとついて
決めるのではなく.むしろその時C学級の必要K応じて
適任の生徒を選ばせるのがよい
